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A Study on the Relation between University Life and Economic Situation 
(1st Report)
Focusing on Funding, Part-time Job, Scholarship and Self-Esteem, Resilience











































































































































































































































































役に立たない人間だと思う（r =.16, p ＜.01）」
との間には弱い正の相関，経済的困り感と「4 
だいたいにおいて，自分に満足している（r =
−.19, p ＜.01）」「5 物事を人並みには，うまく
やれる（r =−.14, p ＜.05）」「1 少なくとも人
並みには，価値のある人間である（r =−.14, 
p＜.05）」「2 いろいろな良い素質をもってい


























１　少なくとも人並みには、価値のある人間である 3.44 1.02 3.08 1.21 2.34 *
２　いろいろな良い素質をもっている 3.29 1.06 2.96 1.20 2.17 *
３　何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う 2.67 1.15 3.03 1.10 -2.31 *
４　だいたいにおいて、自分に満足している 3.22 1.10 2.68 1.24 3.39 **
５　物事を人並みには、うまくやれる 3.47 0.95 3.13 1.12 2.33 *
自尊感情尺度短縮版（５項目）合計 16.10 3.12 14.86 3.77 2.63 **
レジリエンス尺度短縮版（７項目）
１　どんなことでも、たいてい何とかなりそうな気がする 3.90 1.00 3.64 1.07 1.81 n.s.
２　人と誤解が生じたときには積極的に話をしようとする 3.83 0.99 3.67 1.05 1.12 n.s.
３　つらいことでも我慢できるほうだ 3.78 0.95 3.61 1.12 1.19 n.s.
４　自分の性格についてよく理解している 3.78 0.99 3.64 0.84 1.14 n.s.
５　自分から人と親しくなるのが得意だ 3.20 1.25 2.99 1.27 1.19 n.s.
６　人の気持ちや微妙な表情の変化を読み取るのが上手だ 3.60 1.06 3.54 1.16 0.40 n.s.
７　自分は粘り強い人間だと思う 3.33 1.09 3.06 1.09 1.75 n.s.
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